
山
折
り

山
折
り

3 ４ ５ 6

山
折
り

山
折
り

山
折
り

山
折
り

形　　式　鋼上路式アーチ橋
橋　　長　368.0m
支  間  長　27.2m+28.0m+205.0m（アーチ190.0ｍ）+36.0m+36.0m+34.2m
道路幅員　8.5m～9.5m
鋼材重量　約1,725t

橋の概要

アーチ支間190m

43
ｍ

橋長368m

発  行  者     MMB・宮地特定建設工事共同企業体
発  行  日　 2017年 03月

デザイン     ノットデザインスタジオ

本州四国連絡橋等の長大橋を始め、難易度の高い橋梁の実績を豊富に有するエム・エムブリッジ
と宮地エンジニアリングの2社が、これまでに培った技術力を結集し、高難度の工事を円滑に進め
ています。平成28年4月より、集中管理室で斜吊架設に関する各種計測データの管理・確認を行
いながらアーチ部の張り出し架設を開始し、6月30日に無事閉合しました。完成へ向け、引き続き
工事関係者一丸となって頑張ります！
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丈夫で長持ちする橋で未来へつなぎます
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本工事は利賀ダム建設事業の工事用道路として整備が進められているもので、
道路の起点となる一般国道156号から一級河川庄川を渡る橋の工事です。
この道路は将来一般国道471号利賀バイパスとなる予定です。

本橋のアーチ部は直径1mのパイプをメインに構成しています。パイプは鋼板をプレス機械で少
しづつ曲げて製作（造管）しています。パイプの最大板厚は93mm（Ｐ3橋脚のアーチ基部）で、頂
部へ行くほど厚みは薄くなっています。10，000トンものプレス機械を用いて約40mm間隔でプレ
スし、少しずつ真円となるよう製作しました。

庄川橋梁は南砺市利賀村栃原～長崎地先に位置し、
一級河川庄川（小牧ダムのダム湖）を跨ぐ鋼上路式
アーチ橋です。
橋の全長は368m、庄川を跨ぐアーチ支間は190mで
す。水面から完成後の道路面までの高さは約60mに
なります。
特徴は、周辺環境との調和を図ると共に経済性を重
視し、アーチ部に直径400mm～1,000mmのパイプ
を用いて三角トラス構造としたところです。また、
各橋脚と横桁がコンクリートで一体化された剛結構
造で、大地震にも十分耐えられる構造です。
アーチ部の架設はケーブルエレクション斜吊工法を
採用しています。この工法は、両サイドに設置した
鉄塔に直径62mmのワイヤーロープを張り渡して設
置したケーブルクレーンで部材を運搬し、鉄塔から
張り出した斜吊ケーブルでアーチ桁を引っ張りなが
ら架設を行うものです。 斜吊用ケーブル断面(原寸)φ61mm

ケーブルクレーン鉄塔の維持管理の為、毎日50mのハシゴを昇降し、地上高約85mの鉄塔上で
滑車やワイヤー等の設備の点検を行っています。また、現場は渓谷であるがゆえに作業スペース
が限られるため、クレーンや資機材の位置等を工夫しています。このような狭くて、高い作業環境
ですが確実に安全確保を行い工事を進めています。
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現場事務所　南砺市利賀村長崎235番地
TEL 0763-82-2230  FAX 0763-82-2278

エム・エム ブリッジ株式会社 
TEL 03-5623-2226  FAX 03-5623-2269

宮地エンジニアリング株式会社 
TEL 03-3639-2260  FAX 03-3639-2975

工事範囲　工場製作、架設、現場塗装、合成床版、橋梁付属物工、舗装工

利賀ダム庄川橋梁上部工事

アーチ架設編

Toga dam Shogawa bridge superstructre construction project
" The Trussed Arch birdge " Toga

大きなブロックで架設します

アーチリブ（三角トラス）
鳥瞰図（支間長 190m、アーチライズ 43m）
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利賀ダム庄川橋梁上部工事

Amazing Technologies
スゴ技

MM

各部材毎に運搬したアーチ部材は、
地組ヤードでトラス状に組み立てます。

地組ヤード上のアーチ部材

後から設置することが困難なので、
作業員のための安全設備 ( 転落防止柵
や安全ネット等 ) もアーチ部材と一緒
に地組し架設します。

安全に配慮したアーチ架設

地組ヤード

H28年 4月からアーチ桁の架設を始め、
約3ヶ月かけて全19ブロックを架設し、
さんかくのパイプアーチがつながりま
した。

アーチ桁の最終ブロック架設

Toga dam Shogawa bridge superstructre construction project
" The Trussed Arch birdge " Toga

地組ヤードで大きなブロックに組み立てたアーチ桁は、
ケーブルクレーンにより架設位置まで運搬します。

ケーブルクレーンにより運搬されるアーチ桁

作業構台

↓  庄 川

狭い作業スペースに効率的に配置した地組ヤード
A1 ～ P2 の 2 径間を先行架設し、アーチ部材の地組ヤードと
しています。
工場で製作したアーチ部材は作業構台に運搬し、150t クロー
ラクレーンにて地組ヤードで組み立て、吊上能力80tのケーブ
ルクレーンを使用しケーブルエレクション斜吊工法にて両岸
からブロック毎に架設します。

↑  庄 川

A1

P2

P3

ケーブルクレーン・斜吊兼用鉄塔
（コスト縮減）

斜吊鉄塔

ケーブルクレーン鉄塔

斜吊ケーブル

↓  庄 川

張り出し架設中のアーチ桁が倒れないように斜め
に引っ張ります。
架設が進むにつれて斜吊ケーブルも順次先端側に
張替えます。

アーチ部材の重量を支える斜吊ケーブル


